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道家忠道教授略歴および研究業績
略歴
1909 （明治42) 年 1 月 2日~生後1年で九州
門司市に移り，同市と若松市で小学校を終える．
1921年 東京府立第五中学校に入学，翌年新設された東京高等学校 (7年
制）尋常科に転入学，同高等科文科乙類に進学，卒業 (1928年）．
1928-31年 東京帝国大学文学部独逸文学科．
1931-32年府立高等学校講師(8月まで）．
1933年 山形高等学校教授．
1941年 静岡高等学校教授．（太平洋戦争41-45年）．
1947年東京高等学校教授 (10月）．
1950年東京大学教養学部助教授， 52年教授． 63年以降大学院出講．
1953-55, 67-69年 日本独文学会理事．
1961年 NationaleForschungs-und Gedenksほttender klassischen 
deutschen Literatur in Weimar (NFG)の招待で講演のた
めDDR国内および Warschau大学その他1ヶ月間旅行．
1966年 日本独文学会総会において「ワイマル写真展事件」が起り，約 1
年にわたり署名運動を組織．
1969年 東京大学定年退官．大学紛争の最中であった． 5月ー11月ゲーテ
奨学金を受けてワイマルの上記研究所 (NFG)に研究滞在，
「Sturmund Drangのファウスト文学」を研究した．
1970年京都に移住 (5月）．京都工芸繊維大学講師 (71-73年）．
1973年 関西大学文学部教授．
1976年 「ワイマル友の会」会長． （1950年代半ばからDDRとの文化交
流に尽力， 「日独文化の会」 (-1963), 「日本DDR友好協会」
(1963-),「ワイマル友の会」 (1967年ー）の結成に骨折った．
その他「世界文学会」 (1949-）創立以来参加．）
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研究業績
論文・著書：
「ゲーテの『ノヴェレ』」 「ドイツ文学」 （日本独文学会機関誌）
第1号1947
『若きウェルテルの悩み』（評論，単行本） 京華社1948
「ゲーテと時代」 「ドイツ文学」第4号1949
「ドイツ近代文学創出の基礎」 「文学」 （岩波書店）第18巻5号1950
「ゲーテの『ファウスト』における歴史性と近代性」 「東京大学教養学
部外国文学紀要第1号1951
「ルカーチのドイツ古典主義論」 「思想」（岩波書店）第328号1951
「私小説の社会的基礎」 「文学」第21巻12号1953
「ドイツ民主共和国の文学」 「人民文学」第6号1953
「ドイツ民主共和国の文学における諸問題」 「文学」第22巻9号1954
「翻訳の問題一日本におけるFaust翻訳」「文学」第24巻5号1956
「第4回ドイツ作家会議について」 「文学」第24巻7号1956
,,UberdieRolledesPublikumsinderLiteratur"「ドイツ文学」
第18号1957
「ハインリヒ・マンの文学的方法」 日本独文学会関東支部報告1959
「ルカーチのゲーテ研究」 「ゲーテ年鑑｣(日本ゲーテ協会)第1巻1959
,,Subjekt-Objekt-ProblemeinGoethesDenkenundDichten"in
',WeimarerBeitrgge6@(ケーテ討論会特集号)Berlinu・Weimarl960
「ゲーテからトーマス・マンへ｣(NHKラジオ｢教養大学｣13回連続講演，
そのレジュメは「NHKラジオテキスト教養大学」1961年4．5 ．
6月号所載，なお録音テープあり）1961
,,GoetheundThomasMann"(NFGおよびワルシャワ大学での講演
原稿一未刊） 1961
「表と裏」 (DDRの印象記）「思想」第458号1962
「ベルネのゲーテ批判」 「ゲー年鑑」第5巻1963
「わかきウェルテルのなやみの文学的方法」 「ゲーテ年鑑｣第9巻1967
「Faust-Buchについての二，三の考察」「ドイツ文学」40号1968
「初稿ファウスト覚書」 「東大教養学部外国文学紀要｣第17巻2号1969
"FaustdichtungendesSturmundDrang"(序論とUrfaust)In:
,,Goethe"(NeueFolgedesJahrbuchsderGoethe-Gesellschaft)Bd.
32,Weimarl970
「アイスラーの『ファウスト』」 「世界文学」 （世界文学会機関誌）
第36号1970
「風濤期のファウスト文学の問題一ミュラーとクリンガー」 「ドイツ文
学」第46号1971
「ゲーテの『ファウスト』の枠構造」 「ドイツ文学」第51号1973
「『物くさ太郎』私考」 「世界文学」第44号1973
,,ZurliterarischenMethodederLeidendesjungenWertherd@
In:,,GoetheJahrbuch@$,Bd.91(改題して通巻番号となる),Weimar
l974
「ドイツの文学」 小場瀬卓三外編『世界の文学』第4巻「18世紀編・啓
蒙の時代」および第5巻「19世紀前半編・ロマン主義時代」の中，
新日本出版社1976
「人造人間ホムンクルス」 「世界文学」第48号1977
「『ファウスト』のこびとたち」 「研究報告」 （｢ワイマル友の会｣会誌)3
1978
翻訳：
ケラー『白百合を紅い薔薇に』(DasSinngedicht)岩波文庫1939
同上改訳 『世界の文学』第14巻の中，中央公論社1965
ジンメル『生の哲学』(Lebensanschauung)筑摩書房1943
］ベルネ『パリだより』（上巻のみ） 日本評論社1949
ルカーチ『ドイツ文学小史』（共訳） 岩波書店1951
ゼーガース『死者はいつまでも若い』（共訳） 白水社1953
アーブシュ『ドイツー歴史の反省』(IrrwegeinerNation)(共訳）
筑摩書房1955
アーブシュ『文学と現実』（共訳） 未来社1955
ヴォルフ『炎の文学』(Menetekel)白水社1955
ゼーガース『決断』（共訳） 三一書房1960
ゼーガース『聖バルバラの漁民一撲』 「世界文学全集」第21巻の中集英
社1965；「筑摩世界文学大系」第87巻『名作集Ⅱ』に転載，筑摩
書房1975
『アテネの歌声』（新ギリシャ抵抗小説集） 新日本出版社1966
『ファウスト，その源流と発展』 （ヘニング著『ファウスト五世紀史』お
よび民話本『ファウスト博士物語』を訳編） 朝日出版社1974
ゲーテ『ノヴェレ（伝奇)』 『世界短編名作選』 ドイツ編の中，新日本
出版社1977
ハインリヒ・マン『ともだち』 『ドイツ短編名作集』の中，学生社o.J.
その他
雑誌，新聞等に随筆，書評多数，また『広辞苑』第二版（岩波書店）の
西洋文学の項全部， 『哲学事典』（平凡社）その他の辞典類への寄稿もいく
つかあるが，繁を避け， また整理してないので省略する．
